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健
康
は
体
力
づ
く
り
か
ら

あ
な
た
も
ス
ポ
ー
ツ
を

体育の日

な
ん
で
も
電
化
・
機
械
化
と
い
う
生
活
様
式
の
変
革
で
、
日
常
生
活
は
便
利
さ
を
ま
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
運
動
不
足
を
招
き
、
体
力
の
お
と
ろ
え
が
目
に
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
区
で
は
、
①
家
庭
の
申
に
体
操
を
②
区
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
③
体
育
団
体
の
育
成

な
ど
に
力
を
入
れ
、多
く
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
の
お
と
ろ
え
を
防
い
で
、
健
康

を
保
つ
よ
う
、
親
と
子
の
体
操
教
室
・
巡
回
体
カ
テ
ス
ト
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
爽
施
し

て
い
ま
す
。
十
月
十
日
の
「
体
育
の
日
」
に
ち
な
ん
で
今
回
は
「
体
育
妛

特
集
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
生
活
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

～
家
庭
の
中
に
体
操
を
～

<
年
申
無
休
>

□
早
起
き
ラ
ジ
オ
体
操

体
操
が
健
康
づ
く
り
に
は
一
番
良
い

こ
と
で
あ
る
と
、
碓
れ
も
が
そ
の
必
要

性
を
認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と

り
で
実
行
す
る
と
な
る
と
大
変
な
こ
と

で
す
。

区
内
に
は
、
一
年
を
と
お
し
朝
六
時

三
十
分
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
今
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
年
中
無
休
を
実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

▼
千
住
三
丁
日
水
川
神
社
境
内

▼
千

寿
第
三
小
学
校
々
庭
　
▼
本
木
南
町
北

野
神
社
境
内

▼
千
住
仲
町
氷
川
神
社

境
内

▼
本
木
二
丁
目
中
曽
根
神
社
境

内

▼
興
野
公
社
住
宅
中
央
公
園

連
盟
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
仲
閥
を

さ
が
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
(
(
七
-
○
三
二
九
大
原

□
あ
な
た
の

体
力
年
齢
は
?

肉
体
の
若
さ
は
、年
齢
に
か
か
わ
り

な
く
ど
ん
ど
ん
お
と
ろ
え
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
誰
も
が
健
康
を
守
り
、
若

さ
を
保
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
し

、
そ
の
結
果
を
診
断
し

て
運
励
の
仕
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
区
民
体
力
テ
ス
ト

▽
日
時
　
十
月
十
五
日
(
日
)
午
前
十
　

時
?
午
後
三
時
三
十
分

▽
会
場
　
大
谷
田
小
学
校

▽
参
加
資
格
　
二
十
歳
土
(
十
歳
の
区
　

民
の
方

▽
定
員
　
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第
　

締
切
り
)

▽
申
込
方
法
　
直
接
か
(
ガ
キ
で
足
ヤ
　

区
教
育
委
貝
会
体
育
振
興
係
(
〒
一

二
〇
足
立
区
千
住
仲
町
五
(
和
光
　

ビ
ル
内
)
へ

※
当
日
は
運
動
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

□
巡
回
体
力
テ
ス
ト

み
な
さ
ん
の
町
や
職
場
へ
測
定
員
が

出
張
し
、
体
力
づ
く
り
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
申
込
み
は
区
教
育
委
貝
会
体
育

課
ま
た
は
お
近
く
の
体
育
指
導
委
員
へ

▽
対
象
―
町
会
・
自
治
会
・
P
T
A
・

職
場
な
ど
で
、
四
十
名
以
上
テ
ス
ト
を

受
け
る
方
が
い
る
と
こ
ろ

▽
会
場
―
最
寄
り
の
学
校
・
体
育
館
。

集
会
所
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

ワーイ、飛行機だい( 親子体操教室)

～
区
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
～

□
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

団
体
の
調
査
に

ご
協
力
を

区
で
は
、
多
く
の
区
民
の
方
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

体
育
施
設
を
I
〇
〇
%
活
用
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
今
後
ど
の
よ
う

な
施
設
を
建
設
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
長

期
的
な
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
賢
料
に
す
る
た
め
、
今

回
飼
査
を
臾
施
し
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
・
団
体
な
ど
は
、
ど
う
ぞ
詢

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
飼
査
要
冒
区
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
　

プ
・
団
体
が
現
在
ど
の
く
ら
い
あ
　

り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
か

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
　

ブ
・
団
体
四
名
以
上
の
ク
ラ
ブ
・
　

団
体
で
ス
ポ
ー
ツ
、
体
力
づ
く
り
夕

定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
も
の

□
調
査
内
容

1
ク
ラ
ブ
・
団
体
の
名
称
、租
目
、屑
　

女
別
、
登
録
人
員

2
組
織
の
状
況
(
一
・
二
・
三
の
い
す

れ
か
)

一
事
業
所
・
会
社
等
の
ク
ラ
ブ

二
地
域
ク
ラ
ブ
(
P
T
A
・
町
会
等
)

三
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
ク
ラ
ブ

3
誰
れ
で
も
加
入
で
き
る
も
の
か
、
で

き
な
い
も
の
か

4
ス
ポ
ー
ツ
団
体
(
連
盟
・
協
会
)
に
　

加
入
の
有
無

5
活
動
の
場
所

6
指
導
員
の
有
無

7
代
表
者
、ま
た
は
連
絡
者
の
住
所
・
　

氏
名
・
電
話
番
号

8
そ
の
ほ
か
社
会
体
育
に
対
す
る
ご
食
　

見
・
要
望

□
ち
う
査
期
間
十
月
二
十
日
(
金
)
ま
で

□
調
査
方
法
　
お
よ
ぴ
問
い
合
わ
せ
先

直
接
、ま
た
は
(
ガ
キ
・
電
話
な
ど
　

で
、区
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
　
　
(

〒
匸
一
〇
足
立
区
千
住
伸
町
五
　

八
和
光
ビ
ル
内
)
ま
で

な
お
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
団
体
に

加
入
し
な
い
方
も
体
育
に
対
す
る
意
見
・

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

□
初
心
者
を
対
象
に

体
育
団
体
の
催
し

※
開
催
日
時
・
会
場
・
参
加
費
・
参
加
　

賢
格
・
問
い
合
わ
せ
先
の
順

■
ナ
ギ
ナ
タ
教
室

(
A
)
毎
週
月
曜
日
午
後
六
時
?
七
時
・
千
　

四
小
体
育
館
・
月
三
百
円
・
女
性
の
　

み
・
区
教
青
委
員
会
学
事
係
篠
崎

(
B
)
毎
週
日
曜
日
午
前
十
時
～
正
午
・
渕
　

江
小
体
育
館
・
月
三
百
円
・
女
性
の
　

み
・
(
(
三
-
一
一
四
五
野
中

■
剣
道
教
室

一
十
月
十
六
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
(
三
　

か
月
間
)
午
後
六
時
?
(
時
三
十
分

一
・
区
体
育
館
・
毎
回
百
円
・
小
学
校

三
年
以
上
の
男
女
・
(
ガ
キ
に
住
所
　
・

氏
名
・
年
齢
・
経
験
・
竹
刀
の
有
　

無
を
記
入
の
う
ぇ
、苧
匸
一
〇
足
　

立
区
千
佳
五
上
〇
小
畠
百
太
郎
　
　
(
(
(

上
二
九
二
(

■
弓
道
講
習
会

十
月
十
日
午
前
十
時
?
午
後
四
時
・
　

北
千
住
公
園
弓
道
場
・
百
円
・
十
五
　

歳
以
上
の
区
民
・
(
(
一
一
五
九
　

〇
(
丸
山
(
申
込
み
は
当
日
会
場
へ
)

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い

毎
月
第
二
・
四
日
曜
日
午
後
六
時
三
　

十
分
?
九
時
・
梅
島
小
体
育
館
・
無
　

料
・
一
般
区
民
・
(
(
一
-
九
〇
六
　

五
畏
谷
部
(
申
込
み
は
当
日
会
場
へ
)

■
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
競
技
方
法
の
指
導
―

毎
月
第
三
日
曜
日
午
前
九
時
?
午
扮
　

四
時
・
竹
の
塚
文
化
セ
ン
タ
よ
足
穹
　

区
伊
興
町
前
沼
二
二
九
五
　
(
九
　

九
丿
七
四
六
二
)
・
無
料
・
賢
格
者
　

の
み
・
九
九
一
-
三
二
二
一
小
林

▽
体
育
行
事
・
相
談
・
団
体
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

～
体
育
施
設
の
ご
案
内
～

□
学
校
施
設
の
開
放

青
年
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、学
校
の
教
室
・

校
庭
・
体
育
館
を
鬨
放
し
て
い
ま
す
。

(
現
在
五
十
校
)

▽
利
用
方
法

利
用
す
る
一
週
間
前
に
、
「学
校
開

放
利
用
申
請
一
」

を
そ
の
学
校
畏
に
提

出
し
、
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
青
年
団
体
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
区
教
育
委
員
会
青

少
年
係
へ
届
け
出
て
か
ら
、
学
校
へ
申

請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
日
・
時
間

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
日
・
時

で
、休
日
は
午
前
九
時
～
午
後
九
時
。

そ
の
他
は
、放
課
後
?
午
後
九
時
。

□
ス
ポ
ー
ツ
開
放
校
も

あ

り

ま

す

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
所
と
時
間
に
比

較
的
恵
ま
れ
な
い
青
年
に
学
校
の
体
育

館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
放
校

に
は
、
卓
球
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
用
罧

を
備
え
っ
け
て
あ
り
ま
す
。

卓
球
-
千
三
小
・
弥
生
小
・
千
五
小

パ
レ
ー
ポ
ー
ルー
梅
鳥
小
・
大
谷
田
小

▽
利
用
方
法
-
利
用
す
る
三
日
前
ま
で

に
「
ス
ポ
ー
ツ
開
放
校
利
用
申
請
!

を
そ
の
学
校
長
に
提
出
し
、
承
認
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
日
・
時
間

学
校
の
休
日
(
日
曜
日
・
祝
祭
日
・
春

休
み
・
夏
休
み
)
に
限
り
ま
す
。
利
用

時
関
は
、
四
月
?
十
月
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
、
十
一
月
?

三
月
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

学
校
施
設
の
開
放
と
ス
ポ
ー
ツ
鬨
放

校
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区

教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

□
区
体
育
館
開
放

区
体
育
館
で
は
、
毎
週
水
曜
日
、
午

前
九
時
?
十
二
時
・
午
後
一
時
~
五
時

ま
で
区
民
の
方
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
瘧

球
な
ど
の
練
習
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
体
育
施
設
の
貸
出
し

区
内
の
各
体
育
施
設
は
、土
・
日
曜
日

に
は
た
い
へ
ん
混
ん
で
い
ま
す
の
で
、

区
教
育
委
員
会
体
育
施
設
係
に
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
体
育
館
は
、使
用
　

日
の
二
か
月
前
か

ら
、
直
接
体
育
館

で
受
付
け
ま
す
。

(
(
六
-
六
〇
　

匸
二

▽
野
球
場
・
テ
ニ
ス
　

コ
ー
ト
は
、翌
月
　

貸
出
し
分
の
抽
せ
　

ん
(
区
内
に
お
住
　

ま
い
の
方
優
先
)
　

を
行
な
い
ま
す
。

▼
抽
せ
ん
会
日
時
(
日
曜
日
・
祝
祭
日

の
掲
合
は
前
日
)

野
球
場
―
毎
月
十
六
日
午
前
九
時
か
ら

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
―
毎
月
末
日
午
前
(

時
三
十
分
か
ら

▼
抽
せ
ん
会
場
　
区
役
所
七
階
会
議
室運動を楽しむ人たち( 区体育館)

□
ス
ポ
ー
ツ
教
室

区
で
は
、
六
か
躅
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
は
指
導
員
か
親
切
に
お

教
え
し
ま
す
の
で

、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
卓
球
教
室
(
会
場
―
開
設
日
)
鹿
浜
　

中
=
毎
週
水
曜
日

加
平
小
―
毎
週

金
曜
日

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
(
会
場
―
開
設

日
)
第
三
中
―
毎
週
木
曜
日
新
田
　

中
―
毎
週
火
曜
日

▼
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
畩
室
(
会
場
l
開
設

日
)
第
十
四
中
―
毎
週
水
曜
日
大
　

谷
田
小
―
毎
週
水
曜
日

▽
開
般
時
間
午
後
六
時
三
十
分
～
(
　

時
三
十
分

※
会
場
は
い
ず
れ
も
体
育
館
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
用
具
は
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会
体

育
振
興
係
へ
ど
う
ぞ
。

区役所にコンピュータ

区
で
は
か
ね
て
か
ら
、区
民

の
み
な
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
強
化
す
る
た
め
、積
極
的

に
事
務
処
理
の
機
械
化
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。そ
の
一
環
と

し
て
、約
三
か
年
の
準
備
期
間

を
経
て
区
役
所
本
庁
舎
六
階
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
ま
し

た
。(
写
裏
)

こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
N
E
A
C
2
2
0
0
-

モ
デ
ル
ニ

五
〇
と
モ
デ
ル
ー
五
〇
で
、
磁

気
テ
ー
プ
に
記
録
さ
れ
た
文
字

な
ど
を
一
秒
閭
に
九
万
六
千
字

読
み
と
り
ま
す
。モ
デ
ル
ニ
五

〇
は
、主
と
し
て
計
算
や
分
類

業
務
に
使
用
し
、(
計
算
能
力

は
五
桁
と
五
桁
の
か
け
算
が
一

秒
間
に
約
Ξ
万
回
で
き
ま
す
)

モ
デ
ル
ー
五
〇
は
、
計
算
結
果
・

通
知
状
な
ど
を
印
字
す
る
専

用
機
で
す
。

区
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
を
い
つ
で
も
お
見
せ
し
ま

す
。
た
だ
し
団
体
等
で
お
い
で

に
な
り
、
税
明
員
が
必
要
な
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
情
報
処

理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

区民福祉センターだより
■
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

曾
六
〇
五
一
七
一
〇
一

□
趣
味
の
教
室
音
楽
教
室
含
I
ラ
ス
}
十
月
(
日
(
日
)
午
前

十
時
茶
灌
教
塞
{
茶
席
の
作
慂
十
月
十
三
日
(
金
)
午
前
十
時

手
芸
教
宣
{
押
想
十
月
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
材
料
費
五
百

円
(
サ
ミ
・
鉄
筆
持
参
絵
画
教
宣
{
写
生
旅
行
・
今
井
浜
海

岸
》
十
月
十
四
日
(
土
)
・
十
五
日
(
日
)
現
地
集
合
文
単
咏
一
　
{

与
謝
蕪
村
}
十
月
十
九
日
(
木
)
午
後
一
‘
時
三
十
分
生
花
歓
一
　
{

古
流
》
十
月
二
十
日
(
金
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
(
サ

ミ
・
雑
巾
持
参
紙
の
手
芸
教
室
{
ラ
ン
プ
ー
シ
ヱ
ー
ド
}
十
月
二

十
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
材
料
費
五
百
円
一
道
教
室
{
十

月
か
ら
第
三
期
生
募
集
}
毎
週
火
曜
日
午
前
十
時
教
材
費
五
百
円

■
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目

】○
上

○

曾
八
八
九
-
一
四
八
四

□
し
お
り
人
形
作
り
十
月
十
一
日
(
水
)
午
後
一
時
定
員
約
二

十
名

区
内
在
住
の
六
十
峨
以
上
の
方

□
秋
の
卓
球
大
会
十
月
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・
小
学
生
の
部

午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
中
学
生
の
部
区
内
の
小
・
中
学
生
受
け
付

け
は
、
セ
ン
タ
ー
別
館
事
務
所
へ

□
映
画
会
十
月
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
つ
る
と
お
百
姓
　

三
時
・
・
・
ア
ル
プ
ス
は
晴
れ
だ

■
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー

鹿
薛
二
丁
目
二
四
-
二
曹
(
九
七
一
五
〇
一
六

□
老
人
将
棋
大
会
十
月
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
区
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
方
申
込
み
は
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で
定
員
(
五

十
名
)
に
な
り
次
第
締
切
り

□
映
画
会
十
月
(
日
(
日
)
・
・
・
ば
く
ら
の
交
通
教
室
ほ
か
十
五

日
(
日
)
・
・
・
し
ょ
う
ぼ
う
の
お
じ
さ
ん
た
ち
ほ
か
二
十
二
日
　
(
日
)
・
・
・

た
ぬ
き
さ
ん
大
当
り
ほ
か

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

■
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー

千
住
元
町
二
四
-
一

営
八
八
二
1
二
七
六
五

□
生
花
教
室
十
月
六
日
(
金
)
午
後
一
時

□
誦
り
教
室
十
月
十
一
日
(
水
)
・
十
(
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

□
民
鮪
教
宣
十
月
十
二
日
采
)
・
二
十
六
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

(
対
象
は
三
敵
室
と
も
六
十
歳
以
上
で
、費
用
は
無
料
で
す
)

□
卓
球
大
会
十
月
(
日
(
日
)
小
学
生
の
部
・
:
午
前
十
時
~
正

午
中
学
生
の
部
・
・
・
午
後
一
時
三
十
分
~
四
時
区
内
在
住
の
小
･

中
学
生
申
込
み
は
、六
日
(
金
)
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
事
務
窒
へ

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
>

予約受付けます
写真で見る足立区40年のあゆみ

こ
と
し
は
、足
立
区
か
誕

生
し
て
四
十
周
年
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、こ
れ
を
記
念
し

て

弓

其
で
見
る
足
立
区
四

十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
た
だ
い

ま
作
製
申
で
す
。
十
月
末
に

発
刊
予
定
。

こ
の
写
真
集
に
は
、
昭
和

七
年
か
ら
現
在
ま
で
の
足
立

区
の
移
り
か
わ
り
が
わ
か
る

写
真
約
四
〇
〇
枚
を
掲
職
し

て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

に
は
お
分
け
し
ま
す
の
で
、

次
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
A
四
版
上
製
本
瞋
入
り

こ
一
(
ペ
ー
ジ
▽
頒
布
価

格
千
円

▽
予
約
方
法
往
復
(
ガ
キ

で
、一
丕
二
〇
足
立
区
千
住

一
1
五
〇
足
立
区
役
所
広

報
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。(
一
阮
で
の
予
約
は
お

受
け
し
か
ね
ま
す
)

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

マ マさん
バ レ ー

マ
マ
、
い
つ
ま
で
も

若
く
美
し
く
い
て
ね

第
二
十
回
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
ー
オ

リ
ン
ビ
y
ク
大

会
で
は
、
日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
が
、
男
女
と
も
に
手
に
汗
握
る

大
熟
戦
を
演
じ
、
茶
の
問
の
観
衆
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
東

京
大
会
以
来
、
マ
マ
さ
ん
の
間
に
愛

好
者
が
ふ
え
ま
し
た
。
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
の
チ
ー
ム
は
、
最
初
P
T
A

活

助
の
一
環
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は

子
ど
も
が
学
校
を
卒
藁
し
て
も
バ
レ

ー
を
続
け
る
べ
く
、
「
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
チ
ー
ム
舍
存
続
し
て
い
く
も
の

も
出
て
来
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

区
内
に
五
十
～
六
十
の
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
の
チ
ー
ム
が
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
の
三
月
に
は
足
立

区
家
庭
婦
人
連
絡
協
鵬
会
(
会
長

三
次
照
子
さ
ん
)
も
結
成
さ
れ
、九

月
現
在
で
二
4
-
(
チ
ー
ム
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

▼
あ
な
た
も
魔
女
に

家
事
は
際
限
の
な
い
も
の
で
す
。

へ
た
を
す
れ
ば
、
ず
る
ず
る
と
家
事

に
追
い
回
さ
れ
て
一
日
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
を
て
き
ぱ
き
と

片
づ
け
て
バ
レ
ー
の
練
習
に
通
う
。

す
る
と
、
生
活
に
リ
ズ
ム
が
で
て
き

ま
す
し
、
練
習
や
試
合
を
通
じ
て
新

し
い
友
人
も
得
ら
れ
、
生
活
に
ぱ
ば

か
で
て
き
ま
す
。
そ
し
て
な
か
な
か

に
厳
し
い
練
習
で
汗
を
流
せ
ば
、
体

力
の
低
下
を
防
き
、
若
返
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
い

つ
ま
で
も
若
さ
を
失
わ
ず
、
甎
力
的

な
マ
マ
で
い
ら
れ
た
ら
、
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余

暇
を
つ
く
っ
て
仲
間
に
は
い
り
ま
せ

ん
か
。

▼
ワ
ン
ー
ツ
ー
・
ス
リ
ー
・
ラ
ス
ト
　

九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ト
ル
で
は
三
回

で
ボ
ー
ル
を
相

手
方
に
返
す
の

が
ル
ー
ル
で
す

が
、
四
回
で
返

し
て
も
よ
い
と

い
う
や
り
方
に

す
れ
ば
体
力
に

自
信
の
な
い
方

で
も
楽
し
め
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ

は
勝
つ
こ
と
よ

り
ま
ず
楽
し
む
こ
と
で
す
。
技
術
が

あ
が
っ
た
ら
正
式
ル
ー
ル
に
直
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
団
地

チ
ー
ム
で

は
、
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
に
子
ど
も
を

何
名
か
加
え
た
り
、
パ
パ
を
何
名
か

入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
チ

ー
ム
づ
く
り
も
楽
し
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

▼
指
導
し
て
欲
し
い
と
き
は

区
に
体
育
指
導
貝
が
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
区
教
委
体
育
課
へ
。

ま
た
、前
記
連
絡
協
議
会
で
は
実

技
お
よ
び
審
判
養
成
の
た
め
の
講
習

会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。問
い
合
わ

せ
は
協
議
会
事
務
局
(
関
原
ニ
ー
一

六
人
　
(
八
六
上
(
四
六
四

三
次
会
長
宅
)
へ
。

▼
試
合
が
し
た
い
と
き
は

年
に
二
呵

層

と
秋
に
区
内
の

マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
の
大
会
が
あ

り
、
今
春
は
花

畑
マ
ミ
ー
ク
ラ

プ
が
優
勝
し
、

都
の
大
会
に
出

鳩
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、葛
飾
、

江
戸
川
、
足
立

の
対
抗
試
合
や
、全
国
大
会
へ
の
道

も
あ
り
ま
す
。こ
と
し
の
秋
の
大
会

は
十
一
月
十
九
日
(
日
)
二
十
三
日
(

木
)
二
十
六
日
(
日
)
の
三
日
間
、足

立
区
体
育
館
で
行
な
い
ま
す
。
た
だ

い
ま
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
込
み
は
十
月
十
五
日
ま
で
に

前
掲
の
連
絡
協
議
会
事
務
局
へ
。

都大会出場の花畑マミークラプ

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
3
)

―
掃
部
宿
そ
の
三
―

勝
山
準
四
郎

戦
災
兮
つ
け
た
蔗
長
寺
も
、本
堂
庫
裡
の
新
築

工
事
も
進
み
、斬
装
成
る
日
も
間
近
い
よ
う
で
あ

る
。し
か
し
、こ
ん
も
り
と
茂
づ
た
大
樹
に
か
こ

ま
れ
た
苛
の
た
た
ず
ま
い
は
求
む
べ
く
も
な
い
。

僅
か
に
目
通
し
数
か
か
え
に
余
る
銀
杏
、け
や
き
・

の
焼
け
落
ち
た
切
株
が
、当
時
を
偲
ば
せ
て
い
る
。

そ
の
銀
杏
樹
の
下
蔭
に
あ
る
の
が
心

静
(
し
ん
じ
ょ
う
)
塚
で
あ
る
。
「大

山
阿
央
利
女
行
者
知
足
庵
寂
誉
心
静
法

尼
之
碑
」の
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。碑

は
I
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
自
然
石
で
山

心
講
中
の
人
た
ち
に
よ
る
建
立
で
あ

る
。碑
面
に
は
『
知
足
庵
瞑
誉
心
静
法

尼
』
と
あ
り
、裏
面
に
「明
治
三
庚
午

年
(
月
十
五
日
、当
山
十
九
世
孝
誉
上

人
弟
子
心
眇
決
尼
入
扠
、
山
6
搆
肚
恬

人

」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

法
尼
は
当
寺
で
修
行
の
後
、
相
撲
大
山
で
さ
ら

に
修
行
を
か
さ
ね
、
大
山
行
者
と
し
て
、
う
ら
な

い
や
祈
祷
で
霊
験
あ
ら
た
か
と
償
仰
さ
れ
た
尼
さ

ん
で
あ
る
。

特
に
河
原
町
の
市
場
関
係
者
に
慣
者
が
多
く
山

心
調
か
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
明
冶
の
落
語
界
で
名

人
と
う
た
わ
れ
た
三
遊
亭
円
朝
も
そ
の
償
者
の
一

人
で
あ
っ
た
。
彼
が
咽
喉
を
い
た
め
全
く
声
が
出

な
く
な
っ
た
の
を
、
法
尼
の
法
力
に
よ
っ
て
全
快

し
た
の
が
級
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
の
碑
の
正

面
に
、
織
部
形
の
石
灯
籠
が
一
基
あ
る
が
、
こ
れ

が
彼
の
寄
進
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
台
座
の
三
面

に
『
霊
燈
、
三
遊
亭
円
朝
建
立
、
明
治
四
年
辛
未

賽
日
』
と
草
一
体
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
円
朝
に
と

っ
て
三
十
三
歳
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。
円
朝
と
言

え
ば
「
怪
岐
牡
丹
灯
籠
」
を
思
い
出
さ
れ
る
が
、

そ
の
灯
籠
な
ら
ぬ
靈
灯
を
足
立
の
地
に
残
し
た
わ

け
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
塚
も
昔
は
も
す
こ
し
東

寄
り
の
所
に
あ
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
か
ま
え
で

あ
っ
た
が
、
都
道
拡
帽
工
事
の
た
め
寺
域
が
け
ず

り
と
ら
れ
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
の
で
、
少
々
き

ゆ
う
く
つ
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

話
は
か
わ
る
が
、
当
時
の
旧
道
人
口
際
に
地
蔵

堂
の
小
柯
が
あ
る
。
延
命
子
育
地
蔵
尊
の
柱
が
建

っ
て
い
る
。
信
者
も
多
い
と
み
え
て
今
も
香
翠
が

絶
え
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
戦
前

の
千
住
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
お
地
蔵

さ
ん
は
ど
う
あ
ろ
う
と
、
こ
こ
の
縁
日
だ
け
は
寛

え
て
い
る
に
違
い
な
い
。
慈
眼
寺
お
薬
師
さ
ん
の

縁
日
と
と
も
に
千
住
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。
毎
月

二
十
一
、
二
十
二
日
の
両
夜
、
旧
道
の
両
側
か
ら

寺
の
禰
内
ま
で
埋
め
つ
く
し
た
露
店
の
中
を
、
小

遣
銭
を
握
っ
て
あ
ち
こ
ち
し
た
想
い
出
で
あ
る
。

鼻
を
つ
く
ア
セ
チ
レ
ン
灯
の
匂
い
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
千
生
が
よ
み
か
え
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
辺
で
寺
と
別
れ
、旧
道
を
は
さ
ん
で
反
対

側
の
東
裏
に
歩
を
は
こ
ぷ
と
、当
掃
郎
宿
の
鎮
守

様
氷
川
神
社
が
あ
る
。幸
い
戦
火
も
ま
ぬ
か
れ
た

た
め
落
ち
つ
い
た
神
域
か
残
さ
れ
て
い
る
。社
伝

に
よ
る
と
元
和
二
年
(
一
六
一
六
べ
九
月
十
六
日

武
蔵
一
の
宮
大
宮
氷
川
神
社
よ
り
分
霊
勧
請
と
あ

る
か
ら
、掃
笳
堤
築
造
と
か
か
わ
り
が
あ
り
、そ

れ
か
ら
三
百
五
十
余
年
当
宿
を
加
護
し
て
き
た
わ

け
で
あ
る
。(
こ
の
項
つ
づ
く
)

延命子育地蔵( 源長寺)

幼
稚
園
の
保
育
料
を

減
免
し
ま
す

区
で
は
、こ
と
し
か
ら
区
内
の
公
・

私
立
幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
を
通
園
さ
せ

て
い
て
、
一
定
の
収
入
基
準
を
こ
え
な

い
ご
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
年
額
一
万

円
を
限
度
に
幼
稚
園
を
通
じ
、
保
育
料

な
ど
の
減
免
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

学
校
教
育
法
で
認
可
さ
れ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
公
認
の
幼
稚
園
に
四
歳
児
・
五

歳
児
(
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
?
四

十
三
年
四
月
一
日
生
ま
で
の
園
児
)
を

六
月
一
日
現
在
、
通
園
さ
せ
て
い
る
ご

家
庭
で
、
次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は

各
幼
碓
園
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
豪
　
(
1
)
区
内
に
住
ん
で
い
て
生
活
　

保
護
を
受
け
て
い
る
方
、
昭
和
四
十

七
年
度
の
区
民
税
が
非
課
税
お
よ
び

均
等
割
の
み
の
方
。

(
2
)
昭
和
四
十
七
年
度
の
区
民
税
の
躅
　

得
割
課
税
の
額
が
一
万
円
以
下
の
ご
　

家
庭
(
同
一
家
族
で
二
人
以
上
所
得
　

が
あ
る
場
合
は
、そ
の
合
計
が
一
万
　

円
以
下
と
な
る
場
合
に
限
り
ま
す
)

▽
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
は
各
幼
稚
園
　

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。所
定
欄
に
記
　

入
の
う
え
課
税
証
明
番
(
生
清
保
護
　

を
受
け
て
い
る
方
は
福
祉
事
穆
所
畏
　

の
証
明
書
を
添
付
)
を
通
園
し
て
い
　

る
幼
稚
園
に
裸
山
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
私
立

幼
稚
園
ま
た
は
、
区
教
育
委
員
会
学
事

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おまちがえなく

住居番号と土地の番地

新
し
い
住
居
表
示

は
、今
ま
で
便
わ
れ

て
い
た
住
所
の
番
地
　
(

地
番
)
と
は
全
く

別
の
も
の
で
す
。
こ

の
制
度
は
住
所
、
居

所
な
ど
の
場
所
を
表

わ
す
た
め
に
の
み
使

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、土
地
、家
屋
な
ど
の
不
動

産
は
今
ま
で
ど
お
り
、所
有
者
の
財
産

番
号
と
し
て
地
番
を
使
い
ま
す
が
、町

名
は
住
居
表
示
で
変
更
さ
れ
た
も
の
が

用
い
ら
れ
ま
す
の
で
、登
記
所
の
登
記
、

膾
・
抄
本
の
交
付
ま
た
は
閲
覧
な
ど
を

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
住
居
表
示
さ
れ
た
場
所
で

も
、
現
在
土
地
区
画
整
理
が
さ
れ
て
い

る
地
区
は
、
町
名
は
そ
の
ま
ま
で
す
か

ら
交
付
や
閲
覧
な
ど
の
謂
求
に
は
ご
産

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
税
事
務
所
の
固
定
賢
産
台

帳
の
閲
覧
や
、
評
価
証
明
嘗
の
交
付
を

受
け
る
と
き
も
同
様
で
す
。

ま
た
、
住
居
表
示
課
で
は
、
住
居
表

示
台
帳
に
記
峨
さ
れ
た
方
が
た
の
地
番

は
わ
か
り
ま
す
が
、
未
登
録
や
家
の
な

い
土
地
だ
け
の
地
番
の
問
い
合
わ
せ
に

は
回
答
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
所
有
者
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
の

上
登
配
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
区
役
所
住
居
表
示
課
へ

ど
う
ぞ
。

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

区
と
足
立
・
千
住
保
甦
所
で
は
、次

の
と
お
り
、お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
　
(

無
料
)
を
行
な
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
受

く
だ
け
さ
い
。

■
対
象
　
昭
和
四
十
五
年
七
月
?
十
二

月
、昭
和
四
十
六
年
一
月
?
四
十
七
年

六
月
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

■
接
種
の
内
容
…
◇
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
ぜ
き
・
破
傷
風
(
混
合
)
◇
ポ
リ
オ
　
(

小
児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ
ン
◇
種
痘
　

会
場
ヽ
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
通
知

魯
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
ま
で
に
こ
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
、
「予
防
接
種
通
知

一
」の
届
い
て
い
な
い
方
は
、保
健
所

ま
た
は
会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、次
の
所
へ

▽
足
立
保
健
所
(
四
〇
-
五
一
四
一

▽
千
す
保
健
所
(
(
(
-
四
二
七
七

■
無
料
健
康
診
断
は

お
早
め
に

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
で
は
、結

核
を
主
に
無
料
健
康
診
断
を
次
の
よ
う

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日

に
ど
う
ぞ
。

□
検
査
内
容
・
・
・
①
レ
ン
ト
ゲ
ン
胸
都
擬
　

影
②
血
圧
測
定
③
尿
検
査
。な
覡
　
②

と
③
は
先
着
百
名
で
三
十
歳
以
上

の
方
。

□
日
時
と
場
所
(
十
月
の
日
程
)

足
立
保
健
所
管
内

▽
六
日
(
金
)
伊
興
小
学
校
▽
十
一

日
(
水
)
東
伊
興
小
学
校
▽
十
二
日
　
(

木
)
保
木
問
小
学
校
▽
十
三
日
　
(

金
)
花
畑
小
学
校
▽
十
七
日
(
火
)

六
木
町
ア
パ
ー
ト
自
冶
会
集
会
所
▽

十
(
日
(
水
)
花
畑
団
地
自
治
会
東
集

会
所
▽
十
九
日
(
木
)
西
新
井
第
二

小
学
校

千
住
保
健
所
管
内

▽
六
日
(
金
)
足
立
市
場

時
問
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
三

時
三
十
分
ま
で
(
た
だ
し
、
足
立
市
場

は
、
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
)
。

な
お
、
血
圧
測
定
を
受
け
る
方
は
、

上
履
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
の
結
果
は
、
異
常
の
あ
っ
た
方

だ
け
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ
。

▽
足
立
保
健
所
(
四
〇
-
五
一
四
一

▽
千
住
保
健
所
(
(
(
一
四
二
七
七

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
2
)

我
々
の
祖
先
は
、
徳
川
幕
府
に
よ

っ
て
「
エ
タ
」
「
非
人
」
と
呼
ば
れ

た
最
下
層
身
分
と
さ
れ
、
崖
ふ
ち
や

河
川
敷
の
劣
悪
な
場
所
に
住
ま
わ
さ

れ
、
人
の
い
や
が
る
職
業
に
力
づ
く

で
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

明
冶
以
後
、
「
四
民
」
平
等
と
い

わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
身
分
解
放
令
」

が
出
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
、
我
々

に
対
す
る
き
ぴ
し
い
ぺ
っ
視
と
差
別

は
な
く
な
ら
す
、
今
日
の
賢
本
主
義

社
会
の
下
で
も
最
下
層
の
存
在
と
し

て
温
存
・
助
艮
・
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。部

落
民
だ
と
い
う
だ
け
で
結
婚
・

恋
愛
を
こ
ぱ
ま
れ
、
絶
望
の
ふ
ち
に

立
た
さ
れ
、
尊
い
生
命
さ
え
う
ぱ
わ

れ
る
若
い
兄
弟
姉
妹
の
存
在
!
貧
困

と
周
囲
の
迫
害
の
た
め
、
学
校
教
育

す
ら
受
け
ら
れ
な
い
子
供
連
!
闔
く

と
ざ
さ
れ
た
近
代
産
業
へ
の
就
職
等

あ
ら
ゆ
る
所
で
、
我
々
は
差
別
さ
れ

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
)

街
頭
都
民
相
談

の
ご
利
用
を

都
政
に
対
す
る
苦
情
・
意
見

法
律
相
談
・
交
通
事
故
相
談

1
0
月
2
0
日
(
金
)
午
後
1
時
?

4
蒔

北
千
住
駅
西
口
広
場

掲
示
板

■

都
住

入
居
者
募
集

用
祇
の
交
付
は
十
月
七
日
ま
で

申
込
み
用
紙
は
、
区
役
所
区
民
都

管
理
係
と
第
二
庁
舎
、
各
出
張
所
で

さ
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、

十
一
日
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
十
四

日
ま
で
に
東
京
都
中
央
郵
便
局
に
到

署
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
住
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
へ
ど
う
ぞ
。

ニ
ー
ニ
ー
五
六
五
一
(
代
)

■

青

年

文

化

教

室

▽
料
理
教
室
　
<
秋
の
お
惣
菜
>
　
講

師
―
沢
田
千
津
子
氏

▽
和
服
の
着
付
教
室
　
講
師
―
山
田

静
江
氏

▽
絵
画
教
室
　
<
油
絵
>
　
講
師
―
齊

藤
亥
之
助
氏

期
間
十
月
十
(
日
(
水
)
?
十
一
　

月
二
十
四
日
(
金
)
毎
週
水
・
金
　

曜
日
午
後
六
時
三
十
分
?
八
時
　

三
十
分

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
締
大
師
前
　

駅
前
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
学
・
在
　

動
で
二
十
五
歳
以
下
の
方

受
付
け
　

直
接
青
年
館
で
六
日
か

ら
、
各
教
室
と
も
定
員
五
十
名
。

八
九
〇
-
○
○
六
一

■
敬
老
慰
安
大
会
の

お
知
ら
せ

区
で
は
、8
と
し
よ
り
の
た
め
の

施
策
と
し
て
、
区
内
に
居
住
す
る
漓

七
十
七
歳
の
方
を
招
待
し
、
「
喜
寿

の
祝
」
を
配
念
し
て
、
次
の
よ
う
に

慰
安
大
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
十
月
二
十
一
日
午
後
一
時

▽
場
所
　
足
立
区
文
化
会
館

■
子
ど
も
会
活
動

作
文
募
集

区
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
会

活
動
の
現
状
や
意
見
、
体
験
な
ど
に

つ
い
て
の
作
文
を
、
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

作
文
の
テ
ー
マ
　
子
ど
も
会
活
助

に
関
す
る
こ
と
(
佃
人
で
I
い
て
も
、

単
位
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
書
い
た
も

の
で
も
よ
い
)
　
作
文
の
長
さ
　
四

百
字
づ
め
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
(
グ

ル
ー
プ
作
文
は
五
枚
程
度
)
　
応
募

締
切
り
　
十
月
二
十
五
日
(
水
)
必

着
の
こ
と
　
送
り
先
　
区
教
育
委
員

会
青
少
年
係
(
一
丕
二
〇
　
足
立
区

千
庄
仲
町
五
(
)
　
注
意
事
項
　
応

募
作
品
に
は
、必
ず
①
題
名
②
所
属

子
ど
も
会
名
③
氏
名
④
学
校
名
・
学

年
⑤
住
所
を
記
入
し
た
カ
ー
ド
(
一

〇
り
×
一
〇
り
位
)
を
添
付
す
る
こ

と
　
問
い
合
わ
せ
は
区
教
青
委
員
会

背
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

入
選
明
る
く
正
し
い
選

挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果
、次
の
方
の
作
品
か

優
秀
作
品
と
し
て
入
選
し
ま
し
た
。

■
小
学
校
の
部
　
千
一
・
・
・
関
庭
恵
子
　
(

一
年
)
大
橋
紀
子
(
四
年
)
・
千

=
了
宮
崎
孝
子
(
四
年
)
宇
賀
田
勝
　
(

五
年
)
長
野
裕
之
(
五
年
)
・
千

六
…
笠
原
真
美
(
一
年
)
原
正
志
(

五
年
)
・
千
七
・
・
・
佐
藤
孝
代
(
四
年
)
・

北
三
谷
・
・
・
松
原
百
合
子
(
五
年
)
・

弘
道
・
・
・
安
藤
膺
(
三
年
)

■
中
学
校
の
部
　
第
四
・
・
・
長
谷
川
恵

美
子
(
一
年
)
田
中
靖
起
(
一
年
)
・

第
七
・
・
・
吉
岡
敏
晴
【
】
年
)
・
第

十
T
・
・
齊
藤
範
子
(
一
年
)
名
倉
啓

之
(
三
年
)
・
新
甲
・
小
沼
智
(
二

年
)
昼
川
文
子
(
三
年
)
進
藤
良
直
　
(

三
年
)
木
村
瑞
子
(
三
年
)
小
宮

敬
子
(
三
年
)

■
足
立
区
珠
算

競
技
大
会

区
・
区
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

よ
う
に
「
第
二
十
三
回
足
立
区
珠
算

顫
技
大
会
」
を
行
な
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
十
一
月
五
日
(
日
)
午
前
　
(

時
三
十
分
開
場

▽
場
所
　
区
立
第
十
六
中
体
育
館

▽
参
加
資
格
区
　
内
在
住
・
在
学
・
　

在
動
の
方
一
都
ふ
学
生
(
午
　

前
九
時
)
二
部
―
中
学
生
(
午
　

前
十
一
時
)
三
都
-
一
般
(
午
　

前
十
一
時
)

※
一
部
・
二
部
に
つ
い
て
は
、
学
校
か
　

珠
算
塾
を
一
団
体
(
五
名
)
と
し
、

各
部
一
団
体
の
み
出
場
と
す
る
。

個
人
参
加
は
三
都
の
み
認
め
る
。

▽
申
込
み
期
日
　
十
月
十
一
日
(
水
)
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教

育
委
員
会
青
少
年
係
(
千
住
仲
町
五
(

和
光
ビ
ル
内
)
へ
ど
う
ぞ
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

と
犬
の
登
録
を

区
と
足
立
・
千
佳
保
健
所
で
は
、

十
月
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の

間
、
今
年
度
二
回
目
の
狂
犬
病
予
防

注
射
と
犬
の
登
録
を
行
な
い
ま
す
。

飼
主
の
方
に
は
、
会
場
・
日
租
等

の
載
っ
た
通
知
書
を
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
ど
う
ぞ
。

登
録
料
三
百
円
・
注
射
手
数
料
三

百
円
・
庄
射
済
証
六
十
円

■
愛
の
献
血
を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

十
月
の
移
励
採
血
車
日
租

▽
十
六
日
(
月
)
弘
道
第
一
小
学
校

▽
十
七
日
(
火
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
七
日
(
金
)
第
十
七
出
分
室

▽
三
十
日
(
月
)
北
千
佳
駅
西
口

▽
三
十
一
日
(
火
)
第
十
二
出
張
所

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
1
6ミ
リ
映
写
機

講
習
会

期
間
十
月
十
一
日
(
水
)
～
二

十
日
(
金
)
<
た
だ
し
十
四
日
～
十

七
日
は
除
く
>
午
後
六
時
～
(
時

三
十
分

場
所
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師

前
駅
前
)

受
爾
資
格
区
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

申
込
み
先
に
教
育
委
員
会
文
化

係
(
電
話
ま
た
は
直
接
)
六
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
定
員
五
十
名

■
町
を
き
れ
い
に
!

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
「
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
住
み
よ
い
環
境
つ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
美
化
運
動

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正

九
月
五
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
〃
今
か

ら
で
も
お
得
で
す
"
の
文
中
「
前
期

報
奨
金
(
三
行
目
)
」
は
、
「
前
納

皴
奨
金
」
の
喚
ま
り
で
し
た
。

お
礼
次
の
方
が
た
か
ら
多

額
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

■
育
英
資
金
に
▽
荒
川
喜
代
さ
ん
　
　
(

西
新
井
六
-
二
○
I
ニ
)

■
社
会
福
社
事
業
に
▽
鈴
木
英
子
　

さ
ん
(
千
住
一
一
三
五
)
▽
六
　

町
興
友
会
(
六
町
匸
一
四
〇
)
　

▽
水
野
了
勝
さ
ん
(
千
住
ニ
ー
　

一
二

児童手当金を振り込み… … 10月期( 6～9月分) 支給の児童手当は、10月12日にあなたの指定した金融機関に振り込まれます。 T･Y200, 00

0


